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1　初期後期旧石器時代（IUP）石器群と新人拡散
　レバント地域から天山山脈西麓を経由してアルタ
イ山麓にみられるユーラシア西部から中央部にかけ
て分布する初期後期旧石器時代（IUP）石器群は、
新人の第二次拡散と関連して議論されている。遺跡
の年代が約 5 万年前から約 4 万年前にいたる西から
東への年代傾斜を新人の移住と拡散の証拠とする単
純伝播論の枠組みである。次項にみるように実態は
そう単純ではないと思われるのだが、遺伝による拡
散モデルとの大枠の整合性から定着しつつある議論
となっている。
　ここで地理的な位置関係を確認しておくと、中央
アジア西部の遺跡群とは、パミール高原西麓から西
に突き出すザラフシャン山脈の南麓及び天山山脈の
西麓と北麓の遺跡群からなり、天山－パミール地域
とも呼称される。カザフスタン、ウズベキスタン、
タジキスタン、キルギスにまたがる高原地帯である。
西アジアのレバント地域とは 3,500㎞離れており、
中央アジア東部であるアルタイ山麓とは 2,500㎞離
れている。アルタイ山地はロシア、カザフスタン、
モンゴル、中国の国境に位置する山地で、遺跡はそ
の 4 か国にまたがる山麓にそれぞれ分布する。天山
－パミール地域はレバント地域とアルタイ山麓をと
り結ぶほぼ中間地点に位置していることになる。ま
た本稿では、アルタイ山地より東をユーラシア東部
と呼称する。中国、モンゴル、トランスバイカル、
シベリア、朝鮮半島など含まれる。

2　ユーラシア IUP 石器群の姿
その中央アジア西部において IUP 石器群の代表

格は、天山山脈西麓に位置しているオビ・ラフマー
ト洞窟である。R.H. スレイマノフによる最初の発掘
調査により約 9 万年前の中期旧石器時代から当時約
４万年前前後とされた後期旧石器時代初頭まで連続

して石刃石器群が継続することが指摘されてきた。
しかし洞窟内の炭酸カルシウム堆積物のウランシリ
ーズ年代分析により最上層で約 9 万８千年前とされ、
結局全層が中期旧石器時代前半の石刃石器群である
可能性が示唆されているところである（Asmeron 
et al. 2018）。
　ところが近年進められているロシア隊の再発掘
調査により、スレイマノフが報告した年代に近い
年代値が得られているようである（Kriboshapkin 
2020）。これと整合する従来から知られた他の証
拠もある。中央アジア西部では、主にタジキスタン
南部における V.A. ラノフと J. シェーファーによる
1995 年から 10 年に及ぶ古土壌帯と海洋酸素同位
体ステージの照合研究により、タジキスタン南部の
レス大断面の各古土壌帯の絶対年代が推定されてお
り、海洋酸素同位体ステージ７から中期旧石器時代
終末まで石刃石器群が継続すると推定されている（国
武 2020）。オビ・ラフマート洞窟の年代決定に共通
した見解が得られていない中、未だ確たる結論は難
しいが、中央アジア西部における酸素同位体ステー
ジ７（約 20 万年前と推定されている）から同 5 に
至る時期の石刃石器群の発達もしくは継続について、
中東における中期旧石器文化の変遷と対応させて、
新人の第一次拡散の証拠ととらえる見解が最近提出
されつつある（西秋 2018 など）。
　肝心なのは石器の変化があるのかどうかであるが、
オビ・ラフマート洞窟では、スレイマノフの発掘資
料もロシア隊による再発掘資料の予備的な分析につ
いても、最下層から最上層まで大きな変化がみられ
ないとする。これが中央アジアでは人類の交代がな
かったとする A.P. デレヴャンコの連続説の根拠のひ
とつとなっていたが、現在ではその連続説が逆の意
味で援用され、つまり中期旧石器時代前半の第一次
拡散により天山－パミール地域に到達した新人（ミ

ユーラシア中央部の後期旧石器文化の拡散と列島最古の石刃石器群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良文化財研究所　国武貞克

Article The Diffusion of Upper Paleolithic Culture in central Eurasia and the 
earliest blade industry in the Japanese ArchipelagoSadakatsu Kunitake
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シリア新人）が継続した傍証とされる。そしてこれ
と第二次拡散の関係は未解決の課題となる。

オビ・ラフマート洞窟の石器群の内容は、基本的
に大型石刃、尖頭器、小石刃である。これに加えて、
筆者は、タジキスタン南部のザラフシャン山脈南麓
のムスティエ終末期といわれてきたフッジ遺跡の初
めての本格的な発掘調査を 2019 年 10 月から 11
月に実施した（国武他 2020）。やはり大型石刃＋疑
似ルヴァロワ型尖頭器＋小石刃を基本組成としてい
た。同様の組成は 4 か国にまたがるアルタイ山麓に
分布する IUP 期の遺跡も同様である。

この IUP 石器群を特徴付けるのは大型石刃である
が、その剥離技術はルヴァロワ並行剥離による面的
な石核消費によるもの以外に、ブロック状の原石を
石核素材として、半円周形に石刃剥離を展開するも
の、大型盤状剥片を素材として小口面剥離によるも
のなど、石核を立体的に消費していくものがみられ、
この点が後期旧石器的な石核消費として注意されて
いる。中央アジア西部の資料では、管見のかぎりで
は打面調整は少なく頭部調整は顕著である。平面形
態は長方形が多く、先細りする形態のものは必ずし
も目的としていないようである。

小石刃の剥離方法は、肥厚した大型石刃を素材と
するものと、厚手剥片を素材として打面を作出して
背面側を作業面とする平面タイプのもの大きく 2 種
がみてとれる。前者はいわゆる彫器状石核（Core-

burin）であり、後者は横断面取石核（Truncated-
faceted pieces）として、ともにユーラシア西部か
ら中央部における IUP 期の指標石器とされている。

剥片製の尖頭器の製作技術は、天山－パミール地
域以東では、求心剥離によるものも多く見て取れ、
必ずしも典型的なルヴァロワ技法は前提とならない。
このように、大型石刃＋尖頭器＋小石刃が中央アジ
アの IUP 石器群の特徴である。

もうひとつ IUP 期の遺跡の特徴がある。それは、
ブロック状の大型角礫もしくは盤状の原石が得やす
い「黒色」の珪質な石材原産地に立地する点である。
アルタイ山麓の諸遺跡は中生代黒色頁岩、オビ・ラ
フマート洞窟は珪化石灰岩、タジキスタンのフッジ
遺跡は黒色流紋岩の露頭が近傍に存在する。キルギ
スのアクオロン遺跡は黒色粘板岩の原産地に立地す
る。大型石刃の生産にはそのような角礫が露出する
石材原産地の近傍である必要があったのかもしれな
い。逆にいえば、これが意味しているのは、IUP 石
器群とはこのような石材環境に適応したローカルな
石器群なのかもしれないという評価である。

黒色の石材で幅 3㎝程度、長さが 10㎝を超える大
型石刃を様々な方法で剥離し、それよりは量的には
少ないがしかし確実に、剥片製の尖頭器が伴う。そ
してやや肥厚した大型石刃や厚手の剥片を石核素材
として小石刃が生産されているのである。

石刃は掻器に加工され、また鋸歯状の加工が施さ

図 1 ユーラシアにおける IUP 期の遺跡と八風山Ⅱ遺跡及び香坂山遺跡の位置
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れて削器に利用される例もあるが、そのような二次
加工のあるものは必ずしも多くない。そしてさらに
ごく稀ではあるが、カザフスタンのウシュブラック
-1 遺跡では、基部に加工が加えられて整形された基
部加工尖頭形石刃もみられる。以上のような石器組
成、石器製作技術そして黒色石材の原産地に隣接す
る遺跡立地などがユーラシア IUP 石器群の共通する
外観である。

3　ユーラシア東部への拡散
　このような IUP 石器群は、アルタイ山地よりも東
部では中国新疆ジュンガル盆地の駱駝石遺跡、中国
寧夏の水洞溝遺跡群にみられ、バイカル湖のマカロ
ヴォⅣ遺跡、カーメンカ遺跡、モンゴルトルボル 16
遺跡など、ユーラシア北回りの IUP 石器群の波は、
ユーラシアの東端まで及ばんとしている

4　列島最古の石刃石器群の評価
　さて古日本列島における最古の石刃石器群の代表
格は、長野県佐久市の八風山黒色安山岩原産地に立
地する八風山Ⅱ遺跡である。較正値で約 3 万 7 千年
前から約 3 万 6 千年前とされる年代をもち、その石
器組成は、基部加工尖頭形石刃を主たる構成要素と
する。石刃剥離技術は、原石の分割により大型の盤
状の剥片を作出し、その小口から先細りする長狭な
石刃が生産されている。すべてではないが、ねじれ
の少ない一定の大きさのものに基部調整が施されて
いる。石刃は長さ 10㎝を超えるものもあるが、それ
らは小口面型石核のファーストフレイクが多く、目
的とする石刃の長さは 10㎝を下回るとみられる。
　この基部加工尖頭形石刃が西アジア IUP 期のエミ
レー尖頭器と類似することから、八風山Ⅱ遺跡にユ
ーラシア IUP 石器群の影響をみる見解がある（仲田
2019）。一方で列島最古とはいえ約 3 万６千年前で
あるからユーラシアでは後期旧石器時代前期（EUP
期）に相当し、石刃生産技術からユーラシア IUP 石
器群との類似性は認められないとしてその影響関係
を否定し、その類似は他人のそら似とする見解もあ
る（Morisaki et al. 2019）。列島の石刃石器群の
発生をめぐる有意義な論争で、ともに現在の列島の
資料の解釈として論理的に成り立ち得る。たしかに
八風山Ⅱ遺跡はこれまで見てきたようにユーラシア
IUP そのものとは石器組成が異なるようである。天

山－パミール地域以東では、基部加工尖頭形石刃は
組成するものの極めて少なく、また八風山Ⅱ遺跡で
は生産される石刃が尖頭形を目指している点で、列
島で特殊化した石器群にみえる。

しかし、エミレー尖頭器との関係については IUP
石器群そのものと安易に断定しているわけではなく、
敢えていえばの限定つきで類似点が提案されている。
相違点を指摘することは容易いものの、共通点を拾
い上げる視点を、年代と石刃生産技術のバラエティ
が一致しないことにより否定しユーラシア IUP 石器
群の影響に目をつぶることができるのかどうか、躊
躇せざるを得ない。
　それでは他人のそら似とする収斂進化説によって、
列島における石刃石器群の発生を説明できるのであ
ろうか。約 4 万 1 千年前とされる韓国スヤンゲ遺跡
第 6 地点第 4 文化層で、大型厚手の基部加工尖頭形
石刃をユーラシア IUP の流れをくむ可能性があると
するならば、そしてそれが朝鮮半島で最近判明した
という事実をみると、現在日本列島で見つかってい
る資料ですべてを説明してもよいのかやや躊躇せざ
るを得ない。
　それでは、日本列島ではユーラシア IUP 石器群に
関連する遺跡は見つかる可能性はないのであろうか。
天山－パミール地域以東では、IUP 期の遺跡が飛び
地的にみられ、その周辺やその間の地域で EUP 期に
遺跡が増加している。時間幅の問題もあるが、EUP
期に地域適応を深化させ各地で遺跡が増えていく。
日本列島において約 3 万 6 千年前以降に遺跡が増加
する事実も同じ脈絡とみられるが、列島の後期旧石
器時代の始まりについて、EUP 期に地域適応が深化
した一環として列島に新人が到来したとするのか、
ユーラシア IUP に表れる新人の第二次拡散の本流が
列島に至ったとするのかその解釈は大きく分かれる。

この問いに対して筆者は、八風山Ⅱ遺跡の場の性
格上、ここで明らかにされた小口面型石核消費が列
島最古の石刃生産技術の全貌を表しているわけでは
ないと考えるので、八風山Ⅱ遺跡とユーラシア IUP
の類似点が少ないからといって、その影響を否定し
たことはならないと考えている。その一方で、列島
ではユーラシア IUP とダイレクトに比較できる遺跡
は現状では見つかっていないことも認識している。
このため、この問いに対しては現在のところ結論を
出すことは時期尚早と考えている。
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5　なぜ香坂山遺跡を発掘調査するのか
　そこで着目したいのが香坂山遺跡である。この遺
跡は同じ八風山山中の標高 1,140m の幅広く平坦
な、そして周囲からは屹立した尾根上に立地する。
上信越自動車道第 2 八風山トンネルの立坑地上施設
の建設に伴い発見され、1997 年に長野県埋蔵文化
財センターによってはじめて発掘調査が行われた（谷
2001）。詳細は報告書に譲るが、基部を調整した石
器や折面などを利用した台形様石器はみられない。
長さ 5㎝を超える中型剥片からなるブロック 1 ～４
と、それから斜面下方向に約 40m 離れて石刃を含
むブロック 5 と 6 の大きく 2 か所に分布が分かれ
て、合計 390 点の石器が検出されている。後者を詳
しくみると、幅 2m の 2 本の限定的なトレンチから
計 73 点の石器が検出されており、大型石刃が 2 点

（長さ 14㎝・幅 3.5㎝と長さ 11㎝・幅 4㎝）と、長
さ 12㎝の大型石刃が剥離された石刃核が含まれて
いた。その石刃の形態は先細りせずに長方形に近く、
石核も盤状の剥片を素材とした小口面剥離ではなく
ブロック状の原石を素材とする。これらの点から、
断片的ではあるものの、同じ八風山黒色安山岩原産
地に立地する八風山Ⅱ遺跡の石刃生産技術とは、明
らかに様相が異なるように見えた。また、これら大
型石刃とともに、黒曜石製の横断面取石核の範疇で
理解できる平面タイプの小石刃核が検出されている
点で、より一層注目された。年代は較正値で約 3 万
6 千年前から約 3 万５千年前とされている。
　この香坂山遺跡の石器組成と石刃生産技術はいか
なるものか。そしてさらに精確な年代値はどのよう
なものなのか。列島の最古の石刃石器群はユーラシ

ア IUP 石器群と本当に類似点がなく、その影響関係
を否定できるのであろうか。現状の資料ですべてと
して結論を下す前に、列島最古の石刃石器群のまだ
見ぬ新たな姿を求めて、遺跡の中心とみられる地形
面を狙って、2020 年 8 月～ 9 月に学術目的の発掘
調査を実施したのである。
　以上が香坂山遺跡を発掘調査するに至った学術的
な問いである。その成果と意義については、また稿
を改めて述べることにする。
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1　会の目的
多くの科学において基礎研究の残置が叫ばれて久しい。ま

た、若手研究者の不在も大きな悩みである。
本グループでは、旧石器時代の基礎研究の再確認を行うと

ともにその方向性を見つめ、あわせて若手（次世代）研究者
の育成を行う。

2　当面の会の活動方針
①　フィールドワークの実践
　　石材原産地の踏査
　　旧石器遺跡の踏査

②　石器観察・製作の実践
　　博物館・文化財施設での石器観察 基本石材同定 石器製　　
　　作実験
③　学会・研究会への参加
　　シンポジウム
　　研究発表の実践
④　情報誌 Communications of the Palaeo Perspective　　
　　: 旧石器時代研究への視座の刊行
　　学生自身の文章による論考執筆の実践 
　　査読による客観性の担保
　　ダウンロードフリーによる幅広い情報の共有
⑤　参加対象
　　考古学・人類学・第四紀学等を専攻する学生、考古学研　
　　究者など。一般の参加も妨げない。

３　事務局・代表者　堤　　隆

あとがき　　　　　　　　　　　　堤　　隆

　新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、世界を一変

させた。昨年の今頃には想像だにしなったことである。蟄居

で様々なことが立ち行かなくなり、鬱々とした日々が続いた。

　パレオ・ラブに参加していただいている学生のみなさんも

精神的に苦しい日々が続いたことと思う。「現場で」をモット

ーに昨年度は 4 度実施したパレオ・ラブも、今年度はリモー

トで行い、対面実施はできなかった。

　そんな 6 月のある日、予告もなく奈文研の国武貞克さんが、

私の住んでいる佐久市に現れた。ふいに、である。聞けば、

佐久市八風山Ⅱ遺跡の AT 下位の石刃石器群に注目し、7 月

に掘りたいのだという。

　「来月かよ！」「無理じゃないか」という表情をいったんは

投げかけてあげたが、コロナで腐りかけていた気持ちは内心

ときめいた。その夜は同行した須藤隆司さんとともに痛飲し、

互いの志を確認し合った。

　国武さんが当初狙いを定めた八風山Ⅱ遺跡は、太陽光パネ

ルの設置により、無残にも壊滅状態だった。そこで次に狙い

を定めたのが、近接する国有林内の香坂山遺跡である。

　それからが交渉と書類の山であるが、さすが文化庁５年の

修羅場経験者、林野庁や県の自然保護部局の許認可課題をク

リアし、8 月 3 日に発掘へとこぎ着けた。

　考えてみると私も 1995 年の中ッ原 1G 地点遺跡以来、長

期に及ぶ旧石器調査にあたるのは 25 年ぶりだった。当初は

石器が出るかが不安だったが、国武さんの目論み通りの石器

群が、憎らしいほど姿を現し、ビッグニュースともなった。

　コロナ禍で新たな試みも行った。Zoom によるリモート現

地説明会である。厳密にいうと ” 現地 ” 説明会ではないが、

現場は、WiFi どころか電気も水道もない深山なので仕方な

い。現場を終えたその夜、即その成果を報告した。100 名の

定員はすぐ満杯となったため、YouTube でいつでも現説の

画像の視聴を可能とした。現説資料は、奈良文化財研究所の

全国遺跡報告総覧に収められ、誰でもダウンロードができる。

　奇しくも捏造 20 周年、コロナ禍にもあったが、香坂山の

調査は新たな研究の灯をともす契機となったのではないか。

　さて、パレオ・ラブが始動したのも、若い人たちの力に少

しでもいいからなりたい、そんな気持ちからである。八ヶ岳

あおば旧石器文化賞も、ささやかではあるが若い人たちの励

みになればと考える。
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The special issue on “Were there any humans in the Japanese Archipelago before 40 ka?”

■ Powers of low and analog technologies and real experiences in scientific research・・・・・・・・・・・ Hisao Baba

■ An introduction to the special issue on “Were there any humans in the 
　 Japanese Archipelago before 40 ka?” ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Tskashi Tsutsumi　

■ Did any hominins arrive the Japanese Island before Homo sapiens ?・・・・・・・・・・・・・・・ Nobukazu Kawai

■ Considering the distribution of pre-sapiens hominin to the islands・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Yuki Fujita 

■ Possibility of land bridge formation during glacial low sea level periods
　 between 40,000 and 400,000 years ago・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Tomohisa Irino

■ Current status and research history of “Early Paleolithic”・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Manabu Kato

■ Distinguishing between Lithic Artifacts and Geofacts ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Takuya Yamaoka

■ Postcontroversy over the pre-40ka human occupation in the Japanese Archipelago・・・・・・・・   Atsushi Uemine

■ Considering the oldest lithic technology in the Japanese Archipelago・・・・・・・・・・・・・・・・   Kenji　Nagai

■ A perspective on the controversy surrounding the pre-40ka human occupation
　 in the Japanese Archipelago・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ・  Yuichi Nakazawa

■ Feasibility of pre-40k or before Upper Palaeolithic occupation
　 in the Japanese Archipelago・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・    Atsushi Noguchi

■ What was happened in Nagano at 40,000 years ago?　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    Noriaki　Otake

■ The Diffusion of Upper Paleolithic Culture in central Eurasia and the earliest
　 blade industry in the Japanese Archipelago・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   Sadakatsu Kunitake　

■ The Diffusion of Paleolithic Culture to the Japanese Archipelago presumed
　 from the situation in eastern Eurasia・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   Shinji Kato

■ The Early and Middle Paleolithic of Japan viewed from the assemblages 
　 of southern Korean Peninsula・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Kazuya Nakagawa　

■ Evaluation of Chiquihuite Cave site, Zacatecas, Mexico, within the peopling
　 of Americas scenarios　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Yu Hirasawa

■ Research design: Lithic technological study based on chaîne opératoire,
 　production experiment, and archaeology as a science　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   Masayoshi Oba  

■ Enchanted by the Paleolithic cave sites – an experience in the excavation
 　of the  Langmahdhalde site in Germany -　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   Ayana　Nakao

■ Palaeo-Padia：Chausuyama　Site・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Toshiki　Takami

■ Palaeo Reference・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   Tomoe Sangawa


